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Abstract   

  The purpose of this study is to clarify the educational belief of “the teacher A (pseudonym) ”, who 

has formerly worked as an elementary school faculty member, about the after-school support. A 
qualitative analysis based on the interview data of the teacher A was done by using a narrative 
inquiry approach. As a result, we found out three categories of the educational beliefs of the teacher 

A, namely : (1)“after-school for the child”,  (2) “the role of the adult in a regional community”, 

(3) “the relationship among school, home and regional community.”In light of the findings, this 

study suggests that “after-school for the child”is supported by raising the child’s self-affirmation 

and by showing“the life” of the adult in a regional community, and that the child is educated by 

the sharings of the roles of school, home and regional community.  
 

１１. 問問題題とと目目的的 

元小学校の教員 A 氏(仮名)が、子どもの放課後を充実さ

せるための対策として放課後の支援活動(以後、取組αと

表す)を始めて、数年が経過した。本研究の目的は、取組α

をもとに子どもの放課後支援に対して、A 氏がどのような

教育信念を抱いているのかを明らかにすることである。A
氏の教育信念から、子どもの放課後支援および放課後に関

わる学校、家庭、地域における教育のあり方に対する示唆

を得ることを試みる。 
 
1.1 子どもの放課後 
a)放課後の実態と学習支援の行政政策 
地域社会の人間関係の希薄化や家庭環境の変化により

子どもが放課後一人で過ごす時間が長くなっている。子ど

もにとって、楽しめる場所、家庭に戻るまでの学びや心の

拠り所となる放課後対策は喫緊の課題である(e.g.，池

本,2009)。そのような中、行政主導のもと様々な政策やプ

ランが打ち出され 2007 年、我が国において登場した「放

課後子どもプラン」として、子どもの総合的な放課後対策

事業の一つ「放課後子ども教室」事業がある(文部科学省, 
2007)。佐藤(2008)は、「放課後子ども教室」の活動内容を整

理する中で、公的な学習支援の場として放課後に「学習」

が一つの柱とされ位置づけられたと述べている(Ibid, p48)。 
本稿で扱う取組αは、詳細は後述するが P 市(以後、団

体名等、全て仮名で表す)の放課後の学習支援事業の一つ

である。 
 
b) Ａ氏の立ち上げた取組αの概要 

A 氏の立ち上げた取組αとは、P 市 Q 区の R 課におけ

る福祉事業の一環として行われている Q 区内の小学校ご

とに展開されている放課後の学習支援である。活動内容は

学習相談や学習の補助、そして活動の主な目的を学習意欲

の高揚や学習習慣の定着としている。また、取組αは一般

社団法人の形態をとっている。 
  
1.2 放課後対策に関する先行研究 
放課後対策の研究では、行政主導の枠組みに社会教育と

して、地域や民間団体の活動プログラムに対する支援の効

果や課題およびその恒久的支援体制に関する展望を論じ
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た研究(e.g.，猿渡・佐藤,2011)がある。猿渡ら(2011)は、「放

課後子ども教室」に焦点を当て、社会教育の視点からこの

事業を捉え直し、今後のあり方を提案している。その提案

では、より一層の学校施設の利用と地域住民の活動促進を

挙げている。そして、今後の課題として活動によって得ら

れる子どもの力の明確化をあげている(Ibid, pp54-60)。 
また、佐藤(2008)は「放課後子ども教室」を巡る行政政

策の動向を整理した上で、子どもの放課後を支える担い手

の中心を地域住民に移し、地域資源として住民を動員し学

校を新たなコミュニティ創出の場とすることを行政が「放

課後子ども教室」に求めていることを示唆している(Ibid, 
p52)。 
次に、放課後の学習支援事業の研究では、学校教育の立

場としての学力や学習のあり方ではなく、社会教育の立場

から福祉的ケアを中心とした生活支援や困窮者に対する

学習補助としてのあり方の研究(e.g.，尾崎,2018)や、生活指

導の支援などについて地域人材の参入や大学生のボラン

ティアによる効果と課題を論じた研究(e.g.，土岐・保坂・

滝本,2014)がある。また、池本(2009)は海外の放課後支援の

対策を検討する中で、イギリスを例に学習支援 (study 
support)が学校教育の補習の範囲だけでなく、子どもの体

験を豊かにする活動であること、そして、子どもが学習以

外の活動へ参加をすることで自己肯定感が高まり、学業に

も好影響がある可能性と学習支援が色々なことを試す場

として、学校とは異なる意義があることを紹介している

(Ibid, pp97-106)。 
また、子どもと支援者との関係において、地域のおばさ

ん、おじさんによるナナメの関係による支援の効果を論じ

た研究もある(e.g.,澤田,2019 )。ここでいうナナメとは、子

どもに対して直接の教育責任を持つ「たて」の関係である

教師や親、同じ「よこ」の立場である友人ではない関係を

指す。 
一方、学校教育に長く携わった教員が退職後、放課後支

援の事業へ参画し、支援活動の創設から現在および今後の

取組に対する教育信念について言及し、そこから放課後対

策の一つである放課後の支援のあり方を探った研究はこ

れまで見当たらない。学校教育と社会教育双方の経験を持

つ元学校教育関係者による教育信念の視点から、子どもの

放課後の恒久的な支援のあり方および学校教育と社会教

育を合わせた教育全体を俯瞰する示唆を、本研究から得る

ことができれば意義のあることと考える。 
  

22..  方方法法  

 
2.1 分析方法 
a)分析概要 

本研究は、立ち上げから現在に至るまでその取組内容や

実施の数的規模が拡大している取組αから子どもの放課

後支援に対する A 氏の教育信念を明らかにすることが目

的である。そのため A 氏の取組の経験を具体的に記述す

る枠組みが必要である。そこで、本稿の目的と照らし合わ

せ、本研究はナラティブ探究(田中, 2011)の方法を採用する。

ナラティブ探究とは、実践者が内側に持っている専門的知

識が実践に映し出されていると捉え、インタビューにおけ

る語りから実践者の内側に存在する信念や理念を明らか

にする方法である(田中, 2011)。 
A 氏に対してナラティブ探究の枠組みを用いて、取組α

の立ち上げから現在および今後の展望について半構造化

インタビューを行う。インタビューの時期と回数は、20×
×年 7 月から 8 月にかけての３回とする。得られたナラテ

ィブ(以後、語りをデータとして表す際はナラティブと表

記する)に対して A 氏が取組αの説明においてこれまで

様々な方面で使用した資料と照らし合わせ、子どもの放課

後支援に対する A 氏の教育信念を分析する。 
 
b)語りの分析方法 

インタビューデータから得られたナラティブに対して、

放課後の学習支援に対するカテゴリーを導出し、それぞれ

のカテゴリーごとにまとめ概念化する。A 氏はどのような

教育信念を持って、取組αを進めてきたのか、そして今後

どのような展開を考えているのかという視点から、各カテ

ゴリーを特徴付けるナラティブに対して考察を行う。 
インタビューによって得られたナラティブは、ナラティ

ブ探究の方法によって、語りの解釈及び、概念化とそれら

の関係について妥当性を担保するため、三人の筆者によっ

て検討する。 
  
2.2 倫理的配慮 

  研究協力をお願いした A 氏には、研究目的および途中

での研究協力からの離脱について説明し同意を得た。また、

インタビューデータの取り扱いおよびその保管方法につ

いて個人情報の保護と公表にあたり、原稿の確認を依頼し

発表の同意を得た。また、個人や集団が特定されないよう

名称は全て仮名とし、時代背景から取組αの類推もできな

いような記述を心がけた。 
   

3. 結結果果とと考考察察  

インタビューから得た語りは、ナラティブ探究の方法に

よって語りを一つのまとまりとして扱った。インタビュー

の文字起こしと資料を精読した結果から、A 氏の教育信念

として 3 つのカテゴリーが導出された。第一に「子どもに

とっての放課後」、第二に子どもの放課後における「地域

の大人の役割」、第三に地域の大人の役割から見える「学

校、家庭、地域との関係」である。以下の節では、三つの

カテゴリーそれぞれにおけるナラティブに対して、考察を

行う。ナラティブの部分をゴシック斜体で表記する。ナラ

ティブ中の(    )内は、筆者らが文脈から言葉を補った部

分である。また、語りの意味内容を明確にするため、「ね

っ」「でっ」などの発話は文脈を損なわない程度に一部省

略している。 
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3.1 子どもの放課後に関する語り 
a)子どもにとっての放課後 

A 氏は、放課後の学習支援の取組αを法人として開設す

る１年ほど前から子どもの放課後支援を行っている。取組

αの前身としての放課後支援は、ある子どもがお年寄りに

かけた暴言をきっかけとしている。子どもが前向きになれ

るように、A 氏は子どもが自分の思いを素直に言える放課

後の居場所づくりを考えた。そして、暴言を吐いた子ども

の通う学校の校長先生へ子どもたちの居場所には何が必

要であるのか、A 氏が聞き取りを行った際の語りが次であ

る。 
 
「「そそのの子子たたちちののこことと教教ええててくくだだささいい」」っってて、、校校長長先先生生にに

聞聞ききにに行行っったた。。そそししたたらら、、ススーーパパーーににたたむむろろししてていいるる子子とと

かか、、家家庭庭ででももななかかななかか受受けけ入入れれなないい子子どどももででああっったたりり、、賢賢

くくてて進進学学がが決決ままっってていいるる子子ももいいたたしし、、いいろろんんなな状状況況のの中中でで

ごごちちゃゃ混混ぜぜににななっってていいたた。。「「放放課課後後のの行行きき場場所所ががなないい」」、、「「なな

んんかか楽楽ししいいここととががなないい」」、、要要はは学学校校がが一一生生懸懸命命楽楽ししいい授授業業

ややろろううととししててももそそれれはは学学校校のの使使命命。。ももうう一一歩歩外外にに出出れればばささ、、

ななんんかかつつままんんなないいここととばばっっかかりり。。家家庭庭をを変変ええるるののはは難難ししいい。。

じじゃゃああ、、放放課課後後支支援援ややろろうう。。関関わわるる小小、、中中学学校校全全部部でで放放課課

後後支支援援始始めめたたんんだだよよ。。 
 
A 氏の始めた放課後支援を進める要素として、学校の子

どもたちのニーズを探り、それを満足するプログラムを構

築すること、そして、支援の担い手を地域の大人に求めて

いくことがあった。その一例としての語りが次である。 
 
地地元元のの和和太太鼓鼓みみたたいいのの、、地地域域のの人人はは教教ええたたいいののにに子子どどもも

ははここなないい。。「「ななんんととかかななららなないいかか」」っってて言言っっててるる。。じじゃゃああ、、

そそれれをを放放課課後後ややれればば両両方方 WIN-WIN じじゃゃんん。。地地域域のの人人ははそそ

うういいううのの教教ええらられれるる。。子子どどももはは、、放放課課後後教教ええててももららええるる。。

ああれれももううままくくいいっったたよよ。。 
 
A 氏は、放課後支援を通して子どもと地域の大人を結び、

子どもも地域の大人にとっても生きがいとなる場をつく

ることを考えていた。さらに、A 氏の放課後支援には別の

大きな目的があり、それは次の語りからわかる。 
  

いいつつもも目目立立たたなないい高高学学年年のの子子はは細細々々とと太太鼓鼓をを教教ええててもも

ららいいにに行行っっててたたんんだだよよ。。だだかからら、、そそのの子子がが突突然然ヒヒーーロローーにに

ななっっててすすごごくく自自信信持持っっててキキララキキララ輝輝いいたたっってて。。いいいい話話聞聞いい

てて、、そそうういいううののででいいいいわわけけじじゃゃんん。。学学校校終終わわっっててすすぐぐ、、家家

にに帰帰るる、、すすぐぐにに塾塾にに行行くくんんじじゃゃななくくててワワンンククッッシショョンン地地域域

ベベーーススのの何何かかががああるる。。昔昔だだっったたらら、、ももうう放放課課後後っってていいううのの

はは基基本本遊遊んんででいいるるわわけけだだかからら。。ううちちにに帰帰るるととううるるささいいオオヤヤ

ジジががいいるるととかか、、疲疲れれたたおお母母ちちゃゃんんががいいるるととかか、、ままああそそここはは

子子どどもももも我我慢慢ししななききゃゃいいけけなないい。。だだけけどど、、途途中中地地域域っってていい

ううワワンンククッッシショョンンががああっってて、、野野原原ががああれればばそそここでで、、秘秘密密基基

地地をを作作っっててたたわわけけじじゃゃんん。。子子どどももたたちちににそそのの学学校校っってていいうう、、

ままああああるる意意味味辛辛いい、、言言ううこことと聞聞かかななききゃゃいいけけなないいととこころろとと

家家ががああっったたかかくく何何ででもも受受けけ入入れれててくくれれりりゃゃああ、、「「ああーー帰帰っっ

ててききててよよかかっったた」」とと思思ううけけどど、、家家ににいいててももつつままんんなないい子子たた

ちちはは求求めめるるわわけけだだそそれれをを。。 
 
子どもが学校では気づけない自分の良さに気づき、その

良さを発揮できる場所が学校以外にも必要であるが、現代

には子どもが求めているその場所が失われている。そこで、

放課後支援には子どもが活躍できる場所づくりが必要で

ある。そして、この学校と家庭の間のワンクッションが子

どもの育ちを支えると A 氏は考えている。 
A 氏が元々構想した放課後支援は、上述の例のように子

どもと大人の双方のニーズを満たす支援であった。つまり、

子どもと地域の実態に合わせた活動を提供する支援を考

えていた。 
その後、P 市の Q 区 R 課から、A 氏に学習支援の依頼が

あった。依頼内容は、学校教育の目標の一つである学力の

向上ではなく、子どもの学習意欲の高揚や学習習慣の定着

を目的とした福祉的な学習支援の依頼であった。A 氏は、

その依頼を受け、放課後の学習支援として取組αを立ち上

げることになった。 
A 氏が、学習支援を立ち上げるにあたり Q 区内にある

小学校の校長先生に子どもの実態を聞きに行った際の語

りが次である。 
 
一一番番最最初初にに話話にに行行っったたののはは Y 小小のの校校長長ななんんだだけけどど、、ももうう

Y 小小のの子子どどももたたちちもも自自尊尊感感情情がが低低いい。。「「どどううせせ俺俺ははダダメメなな

んんだだ。。そそのの原原点点はは家家庭庭でで褒褒めめらられれててなないい。。先先生生たたちちにに褒褒めめ

ろろ褒褒めめろろっってて言言っったたっってて、、家家庭庭ででダダメメだだっってて言言わわれれるる。。だだ

かからら、、放放課課後後でで褒褒めめててくくれれれればばいいいい。。」」そそのの校校長長がが、、区区役役

所所ににももそそうう言言っっててくくれれてて、、学学校校かからら帰帰っってて来来るる前前ににそそここでで

褒褒めめらられれれればば、、家家庭庭ががどどんんななにに苦苦ししくくたたっってていいいいじじゃゃんん、、

子子どどもも(はは)ねね.。。 
じじゃゃああ、、ああのの先先生生がが来来るる日日ははままたた行行くく(とといいうう)学学習習習習慣慣

もも身身ににつつくく。。何何よよりりもも学学習習意意欲欲をを引引きき出出そそうう、、そそのの方方向向でで

Y 小小とと Z 小小でで始始めめたた。。 
 
家庭に帰る前の放課後で子どもを褒め、認める場所とし

て取組αが位置付けられたことがわかる。子どもが学校を

出た後、褒められていない実態に対して、子どもに自信を

持たせたい。子どもが自信を持てる放課後の場所と時間が

あれば、子どもの自己肯定感を支えることができる。また、

自己肯定感を支えることで子どもの学習意欲、学習習慣も

整えることができる。A 氏の取組αの立ち上げ時の考えが

上記の語りからは読み取れる。 
また、そのような場所には、子どもに自分の姿をみせ子

どもを褒め、認める大人の存在が必要であると A 氏は考

えている。それは、次に示す一連の語りに表れている。 
 
b)子どもの放課後に大人が関わる意味 
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そそうういいうう流流れれのの中中ににああっってて、、Q 区区はは子子どどももたたちちとと人人間間関関

係係ががででききれればばいいいいっってて。。そそここにに行行っったた先先生生(支支援援員員)たたちちのの

得得意意ななももののややれればばいいいい。。図図工工がが得得意意なな先先生生はは図図工工ややれればばいい

いいしし、、だだけけどどややっっぱぱりり算算数数っってて数数学学っってて力力がが伸伸びびたたととかか丸丸

ががつつけけややすすいいかからら、、ででききたたねねっってていいううののががいいいいややすすいいかからら、、

核核ににししよよううとと。。だだけけどど、、そそれれ以以外外のの時時っっててややっっぱぱりり、、勉勉強強

をを学学校校ででいいっっぱぱいいややっっててききててるるかからら、、取取組組ααにに来来るるとと、、「「勉勉

強強すするるのの」」っってて子子どどももはは必必ずず言言うう。。楽楽ししいいここととももややるるこことと

がが大大事事だだかからら、、ななぜぜ楽楽ししいいここととややるるここととがが大大事事かかっってていいうう

とと、、ややっっぱぱりり子子どどももたたちちにに全全てて何何ややろろううとと子子どどももたたちちのの成成

長長にに関関わわるるわわけけじじゃゃんん。。ここれれはは学学力力にに関関わわららなないいななんんててもも

ののははなないいわわけけでで。。だだかからら、、親親ががいいろろんんななととここ連連れれててっったたりり、、

一一緒緒ににややるるここととががももうう子子どどもものの勉勉強強ににななるるわわけけじじゃゃんん。。 
だだけけどど、、そそのの親親がが一一緒緒にに放放課課後後ななんんかかややるるととかかそそうういいうう

機機会会ががななくくななっっちちゃゃっっててるるかからら、、子子どどももたたちちはは何何のの体体験験もも

ななくく育育っってていいくく。。ままああ、、最最悪悪はは映映像像だだけけ見見ててっってていいうう。。スス

ママホホととかかささ、、だだかからら間間ににそそうういいうう人人がが入入れればばいいいいっってていいうう

だだけけののこことと。。 
 
放課後の取組αに大人が入る意味として、子どもが大人

から算数ができたことで褒められる、認められる機会をつ

くること以外に、大人がこれまでの人生の中で自信を持っ

て取り組んだことを子どもにみせること。そうすることで、

大人の自信のある姿や多様なものを子どもが見る機会が

増え、子どもは自分の将来を映し出せる機会になる。子ど

もにとって多様な人の生き方に触れ、子どももその生き方

に興味や関心を持つことができる機会が増えると A 氏は

考えている。 
現代社会において、地域の大人も自分の行ってきたこと

を他人に見せる機会が減り、子どもも一緒に学ぶ機会がな

くなり、親である家庭も一緒に子どもと学ぶ機会がない。

そこで、放課後に取組αが入ることで子どもの学びの機会

を増やすことを A 氏は考えている。 
また、支援員として活動している H さんの関わりから A

氏は、放課後に地域の大人が関わることで、救われる子ど

もがたとえ一人であったとしてもよいと考えている。その

ような語りが次である。 
  

要要すするるにに俺俺はは、、子子どどももたたちちののたためめにに一一人人ででもも救救わわれれるるよよ

ううななここととががででききれればばいいいいじじゃゃんん。。取取組組ααははそそののたためめににああるる

んんでで、、ププロロググララミミンンググににししろろ、、H ささんんがが頑頑張張っっててくくれれたたりり

ささ、、俺俺はは(子子どどももがが)一一人人救救わわれれれればばいいいい。。ゼゼロロじじゃゃ困困るるけけ

どどなな、、実実績績ととししててははねね。。だだかからら、、何何ででももいいいいんんだだよよ、、でできき

るる人人ががででききるる時時ににででききるるここととををややるる。。 
 
続けて、A 氏は取組αにおいて子どもの支援を行なって

いる支援員さんに対する思いや、子どもの支援を行う大人

にとっての活動の意味についても語っている。 
 
c)子どもの放課後を支援する大人にとっての放課後

活動の意味 

だだけけどど、、人人がが生生ききてていいるるっってて、、自自分分がが「「俺俺はは社社会会のの役役にに

立立っってていいるる」」っってていいううここととがが一一番番だだとと思思っってていいるるんんだだよよ。。 
だだかからら俺俺はは子子どどもものの生生ききががいいののたためめににももややるるけけどど、、そそのの

人人自自身身年年取取っったた人人たたちちっってていいううかか、、ここのの取取組組ααととししてて動動いい

てていいるる一一人人一一人人のの生生ききががいいににももななるるよよううににししたたいいわわけけよよ。。 
そそのの人人がが頑頑張張るるっっててここととはは P 市市のの子子どどももののたためめにに一一個個

ははいいいいここととがが絶絶対対ににああるる。。ちちょょっっととああれればばいいいいんんだだよよ。。だだ

っってて、、ややんんなないいよよりりいいいいんんだだかからら。。そそのの人人がが誰誰かかにに感感謝謝ささ

れれてて「「あありりががととうう」」っってて言言わわれれれればば、、そそのの人人のの生生ききががいいにに

ももななるるわわけけじじゃゃんん。。俺俺、、そそれれででいいいいとと思思っっててるるのの。。だだかからら、、

両両方方ににWIN-WINじじゃゃなないいとと俺俺はは取取組組ααじじゃゃなないいとと思思っってて

るるししねね。。ままああそそれれがが全全ててでですすねね。。 
 

A 氏は、子どもを支援する地域の大人にとって、生きが

いの場に取組αが位置づくことを望んでいる。大人がこれ

まで自信を持って取り組んできたことを子どもにみせる

ことで、自分が社会や人の役に立てているという実感を大

人が持てる。取組αには、子どもと大人の双方にとって有

益な場所となっていくことを A 氏は考えている。 
  

3.2 放課後の地域の大人の役割についての語り 
取組αにおける大人の関わりとして A 氏の語りから「ナ

ナメの関係」「背中を見せること」という特質的な言葉が

表現されている。そこで、本節ではこの二つの言葉を中心

に A 氏の教育信念を考察する。 
 
a)子どもと大人の「ナナメの関係」 
 
ナナナナメメのの関関係係、、親親とと先先生生はは縦縦のの関関係係だだけけどど途途中中ににおおじじささ

んん、、おおばばささんんががいいるるここととにによよっってて学学校校ののこことともも家家ののこことともも

言言ええるるかかももししれれなないい。。そそうういいうう人人ががいいなないいここととがが多多いいかからら

今今虐虐待待さされれたたらら、、親親ににななんんかかさされれたたららももうう誰誰ににもも言言ええなないい。。

そそれれをを聞聞けけるるおおじじささんんががささああ、、取取組組ααにに行行けけばばいいるるっってて言言

っってて、、小小学学校校卒卒業業ししたた中中学学生生がが寄寄っっててくくれれたたららいいいいじじゃゃんん。。

俺俺ははねねええ、、そそれれがが夢夢ななんんだだけけどどねね。。 
 
放課後支援においてナナメの関係が、子どもと大人の良

好な関係になることを A 氏は見出している。 
A 氏の考えるナナメの関係とは、家庭の親や学校の教師

というある一定の服従関係のある縦の関係ではなく、子ど

もの言動が束縛されない関係(澤田,2019)といえる。 
取組αにおいて、支援員として地域の大人が子どもとナ

ナメの関係になることができれば、子どもが親や教師には

言えない自分の本音を語る機会ができる。子どもにとって

安心と信頼を持てる大人の存在をつくった支援を行うと

いう A 氏の考えがわかる。また、ナナメの関係を取組αに

取り入れることは、教育を縦(親、教師)、横(友人)だけでな

い地域の大人を入れた社会全体で、小学校卒業後の子ども

の教育を中学校や家庭だけでなく、地域でも支えていくと

いう A 氏の考えがわかる。 
そして、ナナメの関係は子どもの見方の多様性につなが

子どもの放課後支援に対する元教員の教育信念に関する一考察 -学校・家庭・地域の教育の役割に対する元教員の語りに着目して -
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り、子どものよさの発見にもつながることを A 氏は次の

ように語る。 
 
俺俺、、校校長長のの時時よよくく言言っったた。。昨昨日日のの E ちちゃゃんんはは今今日日のの E ちち

ゃゃんんじじゃゃなないい。。「「ああのの子子ははここうういいうう子子だだ」」っってていいううララベベリリ

ンンググととかかレレッッテテルルととかかよよくくいいううああれれがが縦縦ののみみかかたたでであありり、、

だだかからら、、「「ここのの子子ににここんんなな面面ががああっったたんんでですすかか」」っってて、、気気

づづくくののははいいろろんんなな人人とと出出会会わわなないいとと(わわかかららなないい)。。自自分分にに

限限界界ああるるじじゃゃんん、、見見方方っってて、、そそのの人人ななりりのの見見方方ががああるる。。見見

ええるるももののがが違違っっててくくるる。。だだかからら、、いいろろんんなな人人ののままああ、、ナナナナ

メメかからら見見るる人人のの声声をを聞聞いいたたりり、、ナナナナメメかからら見見てていいるる人人かからら

声声かかけけらられれたたりりがが大大事事だだとと思思ううなな。。子子どどももっっててそそんんなな中中でで

育育つつ。。社社会会っってていいろろんんなな人人ががいいるるっってていいううののがが社社会会だだかからら、、

おお前前先先生生ににいいつつもも怒怒らられれてていいるるけけどど、、褒褒めめててくくれれるる人人いいるる

じじゃゃんんっってて、、どどううせせ俺俺ははダダメメななんんだだよよっってて思思ううななよよっってて、、

ナナナナメメははととっっててもも大大事事、、そそうう思思っっててまますす。。 
  
放課後にナナメの関係を用いることで、子どもに対する

多様な見方をする大人が存在することになる。そのような

大人の存在によって、子どもの良さが発見される。その良

さを子ども自身が自分の良さとして受け止めることで、子

どもの自己肯定感を高めることができると A 氏は考えて

いる。ここには、カリキュラムの遂行を目的とする学校教

育だけではない地域の大人からの見方も教育として捉え

る A 氏の考えが表れている。 
 
b)大人の「背中を見せる」関わり方 
 
現在、取組αで行なっている大人の子どもへの関わり方

を A 氏は次のように語る。 
 
多多種種多多様様なな大大人人、、いいろろんんなな人人にに色色々々なな要要素素ががああるる。。だだかか

らら背背中中をを見見せせれればばいいいい。。そそのの人人のの背背中中をを見見せせるる。。勉勉強強、、国国

語語算算数数ドドリリルルははああくくままででももそそののききっっかかけけななんんだだよよ。。そそここにに

そそのの人人ががいいるるっってていいううののがが大大事事ななんんだだよよ。。 
 
A 氏は、学習支援における大人の子どもへの関わり方を

「背中を見せる」と表している。学校教育で行う国語や算

数ドリルは大人が「背中を見せる」ためのきっかけである

と A 氏は考えている。では、大人が「背中を見せる」とは

何か、次の語りが表している。 
 
だだかかららここのの生生きき方方のの教教育育はは生生きき方方にに学学びび、、周周りりかからら学学べべ

よよ。。先先生生かからら学学べべよよ。。生生きき方方をを見見つつめめるるっってて自自分分自自身身がが今今

ややっっててるるここととととそそれれとと重重ねねるる、、ずずれれてていいるる所所ああるるんんだだかからら

何何かか頑頑張張っっててああのの人人みみたたいいににななろろううっってて思思ええばばいいいいわわけけ

ななんんだだかからら。。じじゃゃああ、、そそののたためめにに明明日日かかららここれれややろろううっってて

生生きき方方ががつつくくらられれるる。。学学びび、、見見つつめめ、、つつくくるるっってて俺俺ここれれ、、

生生きき方方のの教教育育がが大大好好ききだだかからら。。 
  
 A 氏の考えている「背中を見せること」は、支援者であ

る大人自身の「生き方」をみせることであることがわかる。 
子どもは、大人の生き方に直に触れることで、自分自身

を見つめ、生き方を模索し、生き方を自分自身でつくって

いくことができる。地域の大人が子どもに支援者自身の生

き方をみせ、子どもに関わることで、子どもは自分の生き

方をつくるきっかけとなると A 氏は考えている。 
この「生き方」とは、大人がこれまで自信を持って自分

自身で行ってきたこと、あるいは真剣に向き合い経験して

いることなどといえる。A 氏は闘病中の支援員さんを例に、

子どもに生き方をみせることが大切であることを次のよ

うに語る。 
  
 放放課課後後ににああななたたのの生生きき方方ををみみせせれればば、、ああんんなな風風ににななりりたた

いいなな、、ああのの人人大大丈丈夫夫かかなな、、ががんんににななっっちちゃゃっったたらら、、そそししたた

ららそそのの子子はは自自分分のの生生きき方方ととししてて何何ををししてていいくくののかか。。自自分分のの

生生きき方方ががつつくくれれてていいくくででししょょっってて。。そそれれははどどんんななにに小小ささくく

たたっっててそそれれががででききるる。。 
  
 子どもが支援員さんの病状を知ることは、支援員さん自

身が自分の病気や死と向き合っているという大人の生き

方を子どもにみせることになる。子どもがこれからの自分

の過ごし方、立ち振る舞いを考えるきっかけになる。支援

員さんの病に対峙する生き方を子どもにみせることで、子

どもは自分自身の生き方をつくるきっかけができると、A
氏は考え、続けて次のように語る。 
  
ままああ、、失失礼礼なな話話、、俺俺だだっっててそそううだだけけどど、、ももうういいつつままででああ

るる命命かかわわかかんんなないいんんだだっったたらら、、「「今今ままでで自自分分がが、、ややっっててきき

たたここととをを子子どどももたたちちにに伝伝ええててああげげたたいい」」とと思思ううよよねね。。だだかか

ららそそここでで、、かかけけ算算九九九九かかっってて、、思思ううじじゃゃんん。。「「ああんんたたののやや

りりたたいいここととややりりななささいいよよ」」っってて、、今今ののここのの子子たたちちにに伝伝ええたた

いいこことと、、人人生生７７００年年、、８８００年年生生ききててききててももうう死死ぬぬここととがが近近

づづいいててききてていいるる。。じじゃゃああ何何をを伝伝ええるるのの、、だだかからら生生きき方方ででああ

っっててねね。。 
 
A 氏は、自身も地域の大人の一人として地域の大人の役

割を人生の終焉を迎える年になることを想定し語ってい

る。地域の大人の役割は、学校教育の延長である掛け算九

九の指導ではなく、人が生きてきたこれまでの人生の「生

き方」を子どもに伝えることであるという A 氏の考え方

がわかる。 
  
3.3 学校、家庭、地域との関係についての語り 
a)学校と家庭教育との役割の違いおよび地域の役割 
A 氏は、学校教育において実際に行われている宿題に対

する考え方を例に、学校と家庭の関係について次のように

語る。 
  

学学校校のの先先生生がが宿宿題題出出すすとときき、、手手伝伝っっちちゃゃいいけけなないいととかか、、

手手伝伝ううべべききだだととかか、、家家庭庭にによよっってて色色々々ななののににささ、、無無理理じじゃゃ

んん、、学学校校教教育育のの押押しし付付けけっってていいううかかささ、、親親にに命命令令ししててるるんん
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だだよよ、、「「ここれれくくららいいののここととははややりりななささいい」」っってて、、先先生生っってて

そそんんななにに偉偉いいののかかなな。。 
 
A 氏は、学校と家庭の役割として学校が放課後に出す宿

題を例に、家庭教育は学校の教育内容の手伝いをするので

はなく、また学校が家庭の教育へ介入するべきではないと

考えている。そこには、学校と家庭に対して互いに異なる

不可侵の教育の役割を A 氏は考えている。 
A 氏は、続けて学校と家庭の間に位置する放課後の取組

αの役割を語る。 
 
(学学校校とと家家庭庭のの)途途中中にに入入っったた放放課課後後のの私私たたちちががつつくくっっ

たた取取組組ααがが入入っってていいるるかからら、、そそここのの役役割割っってて何何？？(取取組組αα

のの役役割割はは)「「ああななたたのの背背中中をを見見せせれればばいいいいででししょょ」」っってて、、ドド

リリルルととかかねね、、教教材材ははああくくままででもも材材料料ででああっってて。。 
そそううそそうう、、放放課課後後とと学学校校とと役役割割がが違違うう、、そそのの役役割割をを明明確確

ににししなないいとと、、だだかからら学学校校ばばっっかかりりににななっっちちゃゃっったた。。学学校校のの

真真似似事事をを家家庭庭ももしし、、じじゃゃああ家家庭庭はは何何ししななききゃゃいいけけなないいののかか

っってていいううののをを忘忘れれ去去らられれたた。。地地域域ももみみんんなな引引ききここももっっちちゃゃ

っってて、、地地域域がが子子どどももをを見見ててなないい。。そそれれじじゃゃああ、、子子どどももはは育育

たたなないいよよっってて。。ややっっぱぱりり学学校校、、家家庭庭、、地地域域っってて散散々々言言っってて

るるんんだだかからら。。 
 
放課後における地域の役割として、学校教育の延長では

なく、「背中を見せること」つまり上述した大人の「生き

方」をみせることを A 氏は考えている。 
そして、学校教育と放課後の地域や家庭教育の違いを明

確にすることで学校教育の役割が明らかになり、学校教育

に偏らない教育が行えると考えている。そして、三者のバ

ランスのある教育実践のためには、家庭も地域もしっかり

と役割を担うため、家庭と地域の人々を子どもの教育に向

き合わせることを A 氏は考えている。A 氏は、さらに続け

て学校、家庭、地域の役割の明確化を次のように語る。 
 
b)学校と家庭と地域の教育に対する役割の明確化 
 
「「地地域域のの役役割割りりはは背背中中をを見見せせるるここととだだ」」っってていいうう自自分分なな

りりにに今今、、仮仮説説をを持持っってていいるるわわけけ。。じじゃゃああ家家庭庭のの役役割割はは？？親親

のの役役割割ははももううししょょううががなないいよよなな、、「「ダダメメっってて言言ううももののははダダ

メメ」」っってて言言ううししかかししょょううががなないいしし、、「「体体験験にに行行ききたたいい」」っっ

てて言言っったたらら連連れれてて行行っっててああげげるる。。親親のの望望みみももききっっととああるるだだ

ろろううかからら、、ここんんなな子子にに育育っっててほほししいいっってていいうう。。ままああ、、だだかか

ららババレレエエののおお稽稽古古ごごととだだととかか、、塾塾ととかかよよくく言言ううででききななかかっっ

たたここととををささせせるるででももいいいいとと思思ううんんだだよよ、、親親ががささせせるるんんなならら。。

そそれれっってて、、学学校校教教育育がが介介入入すするる場場所所じじゃゃなないいじじゃゃんん。。家家庭庭

教教育育にに学学校校教教育育はは入入っっちちゃゃいいけけなないいしし、、家家庭庭教教育育でで学学校校のの

先先生生がが出出ししてていいるる宿宿題題ややりりななささいいととかか、、家家庭庭のの親親ががそそれれをを

言言うう必必要要ががああるるかかっってていいうう。。 
 
A 氏は学校、家庭、地域それぞれの役割をそれぞれが担

って、子どもの教育を行っていくことを考えている。そし

て、家庭の役割は親の信念で教育を行うこと、また家庭教

育と学校教育は互いに介入する関係ではなく、それぞれの

役割を持って教育していくことであると A 氏は考えてい

る。家庭と学校の役割を、A 氏はこのように整理した上で、

地域の大人の役割について語りを続ける。 
 
じじゃゃああ、、ででききなないいととこころろをを途途中中ににああるる取取組組ααととかか、、地地域域

がが担担いいななささいいとと、、そそううじじゃゃなないいででししょょっってて。。そそここでではは、、俺俺

がが使使っっててるるナナナナメメのの関関係係とといいううそそのの人人がが好好ききななここととででいい

いいかからら関関わわれればば、、子子どどももはは育育つつ。。だだかからら、、地地域域のの役役割割はは、、

学学校校のの先先生生みみたたいいににななるるここととででははなないい。。地地域域ののおおじじささんんはは

地地域域ののおおじじささんんでで、、ここれれままででのの職職業業をを生生かかししててささ、、自自分分のの

ここととをを一一緒緒ににややららせせれればばいいいい。。 
 
子どもの教育に関して地域の大人の役割は、ナナメの関

係を用いて自分の職業なり「生き方」をみせること、ある

いは子どもと一緒に大人がこれまでの人生で取り組んで

きたことを一緒に行うことであると A 氏は考えている。

地域の役割は、学校教育の延長ではなく、また地域の大人

の役割は、学校の教師と同じ振る舞いをすることではなく、

大人の「生き方」をみせることに徹することであり、「生き

方」をみせることで子どもは育つと A 氏は考えている。 
 そして、小学校の元教員であった A 氏は、学校の教育実

践の視点から教育を捉えるだけでなく、地域の視点からも

子どもの教育を担う必要があると捉えている。学校、家庭、

地域の三者がそれぞれの役割を担う教育の中で、今後の子

どもの教育に対する地域の役割として取組αを位置付け

ることを A 氏は考えている。 
 

4. 総総合合考考察察  

学校と家庭の間にある放課後という場所と時間の中で、

子どもが褒められる、認められることで自信を持つ。その

ような願いを持って当初、開設した取組αに対する A 氏

の語りの分析から、子どもの放課後支援および学校、家庭、

地域の教育に対する A 氏の教育信念が示唆された。 
A 氏の教育信念は以下にまとめることができる。 
 
①子どもの教育には、学校から家庭に帰る前の放課後に

おいて学校の先生や家庭の親ではない地域の大人の存在

が不可欠であり、子どもが褒められる、認められる居場所

が必要であること。 
 
②子どもの放課後支援は、学校教育に特化した学習内容

を子どもが理解するための支援ではない。学校の学習内容

をきっかけにして、放課後だからこそできる多様な人の生

き方を学ぶ機会の提供を子どもへの支援とすること。 
 
③子どもとナナメの関係を築いている地域の大人が、子

ども自らの生き方をつくっていくきっかけとなる支援を

放課後に行っていくこと。 

子どもの放課後支援に対する元教員の教育信念に関する一考察 -学校・家庭・地域の教育の役割に対する元教員の語りに着目して -
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④放課後を子どもの支援だけでなく、子どもの支援に関

わる地域の大人の生きがいづくりにもすること。放課後、

子どもの生き方づくりの支援と大人の生きがいづくりを

つなげることで、地域の大人の支援者を増やし、相乗的に

社会全体としてより多くの子どもを対象とした放課後の

支援体制がつくれること。 
 
⑤学校と家庭の間にある子どもの放課後支援における

地域の役割の違いを明確にすることで、学校、家庭、地域

の教育の役割がより明確になる。三者の教育の役割が明確

になり、それぞれの役割をそれぞれが全うすることにより、

社会全体として子どもの教育を担うこと。 
 

5. ままととめめとと今今後後のの課課題題 

立ち上げから数年が経過し、現在も継続し取組場所や内

容が広がっている放課後の取組αに対する A 氏の語りの

分析から、子どもの放課後支援に対する A 氏の教育信念

が示唆された。 
また、子どもに対する教育信念だけでなく、A 氏の語り

にある「できる人ができる時に、できることを行う」放課

後支援における大人のあり方に対する教育信念も示唆さ

れた。その信念には、地域の大人が、子どもを支援するこ

とで、大人自身の生きがいとなり、子どもと大人のどちら

にとっても生きていく糧となること(池本,2009,p230)も示

唆された。 
そして、子どもが将来大人になった時、自分の生き方に

自信を持って生きていけるようにすること。その実現は学

校教育だけでなく、家庭と地域との総力で行っていくこと。

これらを子どもの放課後支援にとどめず、社会のムーブメ

ントとして、学校と家庭と地域がそれぞれの役割を担う教

育のあり方を改善しようとする A 氏の教育信念も示唆さ

れた。 
以上、A 氏の教育信念から今後の子どもの放課後支援お

よび学校、家庭、地域の教育のあり方が以下のように示唆

される。 
放課後支援によって、子どもは自己肯定感を高揚させ

「生き方」を学ぶきっかけとすることができる。子どもの

学びのため、放課後支援における地域の大人の役割は、子

どもとナナメの関係を持ち、大人自身の「生き方」を子ど

もにみせることが重要になる。 
また、そのように学校と家庭の間にある地域の大人の役

割を明確にし、その役割を地域が果たす必要がある。そし

て、社会全体の教育システムとして学校、家庭、地域それ

ぞれの役割を果たすことが、子どもの教育に必要となると

いえる。 
また、本研究で示された大人の生きがいづくりは、子ど

もから地域の大人へ生きがいを与えているといった見方

ができる。その見方に従えば、子どもも地域を育てる一員

となり得ることから、そこには新たな教育システムの構築

が見出せる。 

最後に、本研究の今後の課題は放課後における地域の大

人の支援である「生き方」の具体的なあり様および、その

「生き方」をみた子どもの受け止め方を描き出すことであ

る。それらの具体像を描くことによって、放課後支援にお

ける地域の役割および子どもの放課後支援のあり方がよ

り詳細に検討できる。子どもの放課後支援の詳細な検討に

よって、社会全体の教育システムのあり方がより詳しく議

論できるといえる。これらを今後の研究課題としたい。 
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